
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU 

SSH NEWS 

仁愛大学主催 「課題研究作戦会議」参加  
福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.8.5  NO.12 

 
 7/31（日）仁愛大学にて「課題研究作戦会議～今日あなたの問いは明らかになるか？～」に、本校１年

探究進学科 74名、２年探究科 44名が参加しました。 

9：30からオリエンテーション、参加校の課題研究概要紹介に続き、10：00からは、「課題研究を解剖す

る」と題し、本校の課題研究でも大変お世話になっている仁愛大学・西出先生が講義をしてくださいまし

た。その後、仁愛大学の学生の研究発表に続き、本校１年の秋山唯翔さんの課題研究の発表が行われまし

た。この研修会ではディスカッションの重要性も説かれており、以前、本校の校内発表会で実際に行われ

た秋山さん、笹川義生さん、福岡来都さんのディスカッションが西出先生に評価され、よいディスカッシ

ョンの事例として今回注目されました。 

11：00から 15：30まで（昼食をはさむ）は「作戦会議」と銘打って、現在の課題研究の「問い」を明ら

かにすべく、５つの会場に分かれて、県内から集まった５校（高志高校、鯖江高校、武生東高校、若狭高

校、武生高校）の生徒が、現在取り組んでいる課題研究について、概要や研究における内容を発表し、聴

講者からアドバイスをもらっていました。研修会後、参加されていた校外の先生方から、「武生高校の生徒

は各会場で積極的に質問をしていた。」という評価をいただきました。これも、いままで校内外の研修・講

義等で身につけた力だといえます。他者の発表に意欲的に耳を傾け、積極的に質問する姿勢はこれからも

大事にしていきたいです。また、物おじせず人前で思いを伝える経験をどんどん積んでほしいと思います。

また、この研修会でいただいたアドバイスを今後の課題研究にどう生かすかが大事です。学びを次のステ

ップにつなげていきましょう。 

 
【生徒の感想】 
・今までは正直がむしゃらに予備実験を行っていくことし
かできていなくて、今後の最終目標と言うか、目的が
曖昧になっていることに気づけていなかったので、アドバ
イスを貰ってある程度自分たちの研究の目的や見通し
を言葉にできるようになりました。 
・相手の発表中の感じる小さな違和感を見逃さずに
言語化しそれを質問することでより考えが深まるのだと
思った。 
・先生からの無茶ぶりに答えられたことで、自分の殻を
ひとつ破ることができたと思う。もっと自分に自信を持ち
たいと思った。 
・問いを、もう少し小さくしようと思いました。あと、今回
参加したことで、自分の研究するものについて、すこし
違う角度から考えてみようと思いました。 


